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平
成
24
年
10
月
、「
障
害
者
虐
待
の
防

止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援

等
に
関
す
る
法
律
」（
略
称
「
障
害
者
虐

待
防
止
法
」）
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
は
、
虐
待
を
受
け
た
と
思

わ
れ
る
障
害
の
あ
る
方
を
発
見
し
た
場

合
の
通
報
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
の
で
、

虐
待
に
気
づ
い
た
方
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
障
害
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
虐
待

を
次
の
３
つ
に
定
義
し
て
い
ま
す
。

①
養
護
者
に
よ
る
虐
待

②
障
害
者
福
祉
施
設
従
事
者
等
に
よ

る
虐
待

③
使
用
者
（
雇
用
主
等
）
に
よ
る
虐

待
●
虐
待
に
当
た
る
行
為
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

身
体
的
虐
待
…
暴
力
や
体
罰
に
よ
っ

て
身
体
に
傷
や
あ
ざ
、
痛
み
を
与
え

る
行
為
。
身
体
を
縛
り
つ
け
た
り
、

過
剰
な
投
薬
に
よ
っ
て
身
体
の
動
き
　
　

を
抑
制
す
る
行
為
。

心
理
的
虐
待
…
脅
し
、
侮
辱
な
ど
の

言
葉
や
態
度
、
無
視
、
嫌
が
ら
せ
な

ど
に
よ
っ
て
精
神
的
に
苦
痛
を
与
え
　

る
こ
と
。

性
的
虐
待
…
性
的
な
行
為
や
そ
の
　

強
要
。

経
済
的
虐
待
…
本
人
の
同
意
な
し
に

財
産
や
年
金
、
賃
金
を
使
っ
た
り
勝

手
に
運
用
し
、
本
人
が
希
望
す
る
金

こ
と
を
目
指
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
に
必
要
な
設
備
の
整
備
に
関
す

る
事
業

○
助
成
金
額

１
０
０
万
円
か
ら
２
５
０
万
円
ま

で
の
10
万
円
単
位
（
10
万
円
未
満

を
切
り
捨
て
）

○
事
業
実
施
主
体

町
が
認
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

◎
青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

○
事
業
内
容

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
主
と

し
て
親
子
で
参
加
す
る
（
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
関
　
　

す
る
事
業
、
文
化
・
学
習
活
動
に
関

す
る
事
業
、
そ
の
他
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
関
す
る
事
業
）

ソ
フ
ト
事
業

○
助
成
金
額

30
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
ま
で
の

10
万
円
単
位
（
10
万
円
未
満
を
切

り
捨
て
）

○
事
業
実
施
主
体

町
が
認
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

●
申
し
込
み
方
法

様
式
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え

総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
※

様
式
は
総
務
課
に
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
期
限

平
成
24
年
11
月
２
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
　
ま
ち
づ
く
り
班

（
内
線
２
６
１
）

農
作
物
の
盗
難
被

害
に
ご
注
意
を
！

毎
年
こ
の
時
期

は
、
収
穫
前
の
農

作
物
の
盗
難
被
害

が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
農
作
物
の

管
理
に
は
十
分
注

意
し
、
被
害
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
園
地
等
で
不
振
な
人
物
や
、

車
両
を
見
か
け
た
場
合
は
、
最
寄
り
の

駐
在
所
ま
た
は
、
五
所
川
原
警
察
署
ま

で
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
　

鶴
田
駐
在
所
　
℡
（
22
）
２
５
３
９

水
元
駐
在
所
　
℡
（
22
）
２
０
３
１

五
所
川
原
警
察
署

℡
（
35
）
２
１
４
１

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
次
の
と
お
り
平
成
25
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
を
募

集
し
ま
す
。
事

業
の
実
施
を
希

望
さ
れ
る
団
体

は
、
総
務
課
ま

で
お
申
し
込
み

く
だ
い
。

●
助
成
事
業
の
種
別

◎
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

地
域
住
民
の
自
主
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
　

テ
ィ
活
動
の
促
進
と
、
連
帯
感
を
　

持
っ
た
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る

10月31日(水)は、
町・県民税３期分、
国民健康保険税４期分
の納期限です。

ご
存
じ
で
す
か
？

障
害
者
虐
待
を

青森県最低賃金改正のお知らせ
●　青森県最低賃金か改正されました。金額等は次のとおりです。

時間額　６５４円（平成24年10月12日から）
●　青森県最低賃金は、青森県内で働くすべての労働者と、労働者を一人でも使　
用している使用者に適用されます。

●　製造業と小売業の一部には、特定（産業別）最低賃金が定められています。
●　詳しくは、青森県労働局ホームページからご覧になれます。

（ http：//aomori-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp ）
■問い合わせ先　青森県労働局労働基準部賃金室　℡017（734）4114

平
成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
募
集
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子どもの悩みや心配事の相談を電
話で受けています。秘密は厳守され
ますので、お気軽にご利用ください。
■相談先
教育委員会（内線210・250）

■相談日時
月～金曜日　午前８時30分～午後　
４時30分（土・日曜日、祝祭日、
年末年始を除く）

教育相談電話 行政・人権相談夕 ぐ れ 窓 口
11月の夕ぐれ窓口を次のとおり町民生活

課窓口で開設します。
■開設期日　11月9日（金）、30日（金）
■開設時間　午後５時～６時
閉庁後に戸籍抄本・謄本（午後５時まで

に電話での申し込みが必要）や印鑑証明書、
住民票が必要な方、町に対する苦情や意見、
要望のある方は、どうぞお気軽においでく
ださい。

町では、町民の皆さんの行政に対する意
見や要望、また日ごろ生活する上での困り
事など、さまざまな内容の相談を受けるた
めの行政相談と人権相談を行っています。
11月の相談日は次のとおりです。
■期　　日　11月12日（月）
■相談時間　午前10時～午後３時　
■場　　所　鶴田町国際交流会館

１階102研修室

【４か月児健康診査】
・月　日　11月７日（水）
・受　付　午後１時～１時10分
・場　所　鶴遊館　　　　　
・対　象　平成24年６月生
・内　容　小児科診察・離乳食のすす

め方など

【10か月児健康診査】
・月　日　11月７日（水）
・受　付　午後１時20分～１時30分
・場　所　鶴遊館　　　　　
・対　象　平成23年12月生
・内　容　小児科診察・予防接種、虫

歯予防のお話など　

【７か月児健康相談】
・月　日　11月６日（木）
・受　付　午前９時20分～９時30分
・場　所　鶴遊館　　　　　　

乳 幼 児
健康診査

鶴田町役場 ℡0173（22）2111

・対　象　平成24年３月生
・内　容　育児健康相談・離乳食の作　

り方実演・試食（食事用の
エプロン、おしぼり等をお
持ちください）

【３歳児健康診査】
・月　日　11月28日（水）
・受　付　正午～午後12時10分
・場　所　鶴遊館　　　　　
・対　象　平成21年２～３月生
・内　容　この検診のみ個人通知あり

小児科・歯科検診、発育・
発達相談など

※バスタオル・母子手帳を忘れずにお
持ちください。また、風邪などの病気
のあるお子さんは次回の健診を受けら
れますので、事前に保健師まで連絡し
てください。

■問い合わせ先
健康保険課　健康長寿班（内線135）

銭
の
使
用
を
理
由
な
く
制
限
す
る
こ

と
。

放
棄
・
放
任
（
ネ
グ
レ
ク
ト
）
…

食
事
や
排
せ
つ
、
入
浴
、
洗
濯
な
ど

身
辺
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、
必

要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
や
教
育

を
受
け
さ
せ
な
い
、
な
ど
に
よ
っ
て

障
害
の
あ
る
方
の
生
活
環
境
や
身

体
・
精
神
的
状
態
を
悪
化
、
又
は
不

当
に
保
持
し
な
い
こ
と
。

●
虐
待
の
な
い
地
域
を
め
ざ
し
ま
し

ょ
う
。

虐
待
は
、
特
定
の
人
や
家
庭
で
起
こ

る
も
の
で
は
な
く
、
ど
こ
の
家
庭
で

も
起
こ
り
う
る
身
近
な
問
題
と
し
て

理
解
し
、
問
題
が
深
刻
化
す
る
前
に

早
期
発
見
し
、
早
期
に
対
応
す
る
こ
　
　

と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
障
害

お
よ
び
虐
待
に
つ
い
て
正
し
い
理
解

を
深
め
、
地
域
で
の
見
守
り
、
支
え

合
い
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
早
期
対

応
お
よ
び
支
援
が
、
虐
待
さ
れ
て
い

る
障
害
あ
る
方
や
そ
の
家
族
の
抱
え

る
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
「
虐
待
か
な
？
」「
自
分
か
ら
は
声

を
か
け
に
く
い
」「
こ
の
ま
ま
だ
と
心

配
」
と
思
っ
た
ら
、
ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
ず
に
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

町
民
生
活
課
　
福
祉
支
援
班
　

（
内
線
１
６
３
・
１
６
４
）

FAX
（
22
）
６
０
０
７

●
受
験
資
格

児
童
指
導
員
任
用
資
格
、
保
育
士
お

よ
び
社
会
福
祉
主
事
任
用
資
格
を
有

す
る
方
（
平
成
25
年
３
月
末
ま
で
に

資
格
を
取
得
す
る
見
込
み
の
方
を
含

む
）
で
、
昭
和
58
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方

●
受
験
日
お
よ
び
受
験
会
場

平
成
24
年
12
月
23
日
（
日
）

西
北
五
地
域
療
育
等
支
援
セ
ン
タ
ー

（
森
田
学
園
と
な
り
）

鶴
田
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

研
修
会
公
開
講
座
開
催

西
北
五
広
域
福
祉
職

員
（
福
祉
職
）
募
集

平
成
24
年
度
職
員
採
用
試
験
を
次
の

と
お
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
職
種

福
祉
職
（
１
名
）

※
試
験
内
容

論
文
試
験
・
面
接
試
験

●
受
付
期
間

10
月
15
日
（
月
）
〜
11
月
26
日
（
月
）

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
・
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
は
11
月
26
日
（
月
）

ま
で
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

西
北
五
広
域
福
祉
事
務
組
合
　

℡
０
１
７
３
（
26
）
３
１
０
０

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
急
速
な
普
及
に

よ
り
、
今
や
半
数
の
高
校
生
が
持
っ
て

い
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
保
護
者
は

買
い
与
え
て
終
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
便
性
の
裏
に
怖

い
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
機
会
に

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

11
月
25
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

ま
で
（
受
付
午
後
１
時
30
分
〜
）

●
会
場

鶴
田
高
等
学
校
　
第
一
体
育
館

●
内
容

◇
講
演
「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
特
徴

と
高
校
生
の
利
用
上
の
課
題
に
つ
い

て
」
講
師
千
葉
大
学
教
育
学
部

教
授
　
藤
川
　
大
祐
氏
　

◇
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
保
護
者
が

気
に
な
る
、
子
ど
も
の
ス
マ
ホ
と
の

向
き
合
い
方
」

f

藤
川
　
大
祐

×
　
相
川
　
順
子

■
問
い
合
わ
せ
先

鶴
田
高
等
学
校
　
渉
外
部

℡
（
22
）
３
２
５
１


